
隠れた逸品 Ippin
湯村温泉を活かしたスイーツ
 「荒湯生キャラメルチーズケーキ」
お届け！職レポ隊
親子三世代。百年来の伝統を受け継ぐ、変わらない味。
中野醸造 「マルナカ醤油」 
裏路地探険
北前船主の面影を辿る／香美町香住区安木（浜安木）
手で生み出す つくりて
世界にひとつだけのあなたの「想い玉」に。 硝子とんぼ玉作家

豊 秀長
特 集

ゆかりの地
臣

2026年大河ドラマの主人公に注目！
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（公財）但馬ふるさとづくり協会





M i y a g a w a ' s  M e m o r i e s

Ａ：今子浦から眺めた夕日。空と山と海、街並みが織りなす景色は
美しい。 B：梨園の冬景色は美しい白と黒の世界。梨にとって重要
な休眠期間だ。

Vol.26Vol.26  宮川 司宮川 司さんさん  
  香住なしの学校  香住なしの学校

Miyagawa's Voice

出身は長野県ですが、勤務地だった群馬県から
香美町へ移住しました。様々な出来事や強い思
いがあり、そんな時に香美町が取り組んでいる

「香住なしの学校」を知って、新たな一歩を踏み
出す時と思い応募しました。現在は「香住なしの
学校」の２期生として、栽培技術、知識を学んで
います。

地元農家の方と海釣りをしたり、夏は綺麗な川を
泳ぐ鮎を見てワクワクしたりと、日々自然の豊か
さに感動しています。梨の研修園から見える山々
もとても綺麗です。

親身に梨栽培のご指導をしてくださる方々、近隣
住民の方々の優しさです。夏には野菜のお裾分
けをもらいました。また、初めて梨を収穫できた
ことがうれしくて、いろいろな方にプレゼントして
いたら、冬には蟹のお返しを貰ってすごくうれし
かったのと同時に、生きていてびっくりしました。

三川山の蔵王大権現社は、とても不思議な感じ
がした場所です。地元農家の方と一緒に、今年の
梨の収穫を祈念しに行った時に、山々の間から差
し込む日差しや川の流れの優しさがなんとも言え
ない感覚にさせてくれました。

今はまだ漠然としていますが、住んでいる所には
海も山も川もあります。当たり前ではない、その
土地のありのままの自然でしか感じることのない
魅力を、何かしらの形で知ってもらうようなことが
できたらいいなぁと思っています。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●たじま暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま暮らしサポート BASE」   TEL.0796-24-2246

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 https://tajimalife.jp/

Voice
01

Voice
02

Voice
03

Voice
04

Voice
05

A B

01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

群馬県から香美町へ I ターン
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

　

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
に
初
め
て
放

送
さ
れ
て
以
来
、
数
々
の
名
作
を
生
ん
で

き
た
大
河
ド
ラ
マ
。
１
年
を
通
じ
て
そ
の
時

代
の
物
語
を
深
掘
り
し
、
丁
寧
に
主
人
公

た
ち
の
成
長
を
描
く
点
は
他
の
ド
ラ
マ
に

は
な
く
、
毎
年
欠
か
さ
ず
放
送
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　

近
年
で
は
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
て
、

若
手
人
気
俳
優
の
出
演
や
そ
の
撮
影
地

も
話
題
に
な
り
、
地
域
の
観
光
振
興
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
が
舞
台
と
な
っ
た
地
域
に

観
光
客
が
訪
れ
る
と
い
う
現
象
の
契
機
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）に

放
送
さ
れ
た『
独
眼
竜
政
宗
』
か
ら
と
い

わ
れ
、
舞
台
と
な
っ
た
宮
城
県
仙
台
市
に

は
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
と
い
う
。

　

最
近
で
は
、
同
じ
く
舞
台
地
と
な
っ
た

神
奈
川
県
鎌
倉
市
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

込
ん
だ
観
光
客
数
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
た

ニュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

ド
ラ
マ
の
フ
ァ
ン
が
実
際
に
足
を
運
び
、

そ
の
土
地
の
歴
史
を
体
験
し
た
り
、
そ
の

地
域
の
特
産
品
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
、
地
域
の
経
済
効
果
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
。

　

特
に
１
年
間
じ
っ
く
り
と
人
間
ド
ラ
マ
が

展
開
さ
れ
る
の
で
、
視
聴
者
も
物
語
へ
の

思
い
入
れ
が
深
く
な
り
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
と

な
っ
た
場
所
を
巡
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
に
放

送
さ
れ
た『
八
重
の
桜
』
で
は
、
出
石
藩

出
身
の
川
崎
尚し

ょ
う
の
す
け

之
助
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
な
ど
、
但
馬
で
も
地
域
の
歴
史
や
魅

力
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
力
が

あ
る
大
河
ド
ラ
マ
。
来
年
の
主
人
公
は
、兄

で
あ
る
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
を
陰
で
支

え
た「
豊
臣
秀ひ

で
な
が長

」に
決
定
し
て
い
る
。
兄

弟
の
立
身
出
世
か
ら
天
下
統
一
ま
で
の
過

程
が
描
か
れ
る
、
久
し
ぶ
り
の
戦
国
歴
史

ド
ラ
マ
だ
。

　

主
人
公
で
あ
る
「
豊
臣
秀
長
」
は
、
実

は
但
馬
と
も
縁
が
深
い
人
物
。
城
跡
を
始

め
、
秀
長
ゆ
か
り
の
場
所
も
但
馬
に
は
数

多
く
あ
る
。
ゆ
か
り
の
地
で
は
、
観
光
客

に
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
観
光
誘
致
に
取
り

組
む
動
き
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ま
ず
は
、

秀
長
と
但
馬
の
関
わ
り
を
探
っ
て
み
た
。

２０２６年大河ドラマの

主人公に注目！！

 特集・タジマデザイン

朝来市・豊岡市

大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
武
将
は
但
馬
と
も
縁
が
深
か
っ
た
！

豊
臣
秀
長
ゆ
か
り
の
地
へ

兄・
秀

吉
の

天下取りを

支
え

た補佐役

豊臣秀長が第8 代目の城代として過ごした竹田城跡。秀吉に但馬国の統治を任せられた秀長が注目され始めた場所でもある。

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
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豊
臣
秀
長
と
聞
く
と
、
歴
史
好
き
な
ら

と
も
か
く
、
ど
ん
な
人
？
何
を
し
た
人
な

の
？
と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

秀
長
は
天
文
９
年
（
１
５
４
０
）に
、
秀

吉
の
異
父
弟
と
し
て
尾お

わ
り張

国
（
愛
知
県
）

に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
元
々
武
将
に
な

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
秀
吉
が

織
田
信
長
の
家
臣
と
し
て
活
躍
す
る
に
つ

れ
、
兄
と
共
に
信
長
の
家
来
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、
秀
吉
の
右
腕
と
し
て
、
時

に
は
冷
静
な
諌い

さ

め
役
と
し
て
、
政
務
・
軍

事
の
両
面
で
天
下
統
一
を
支
え
た
。

　

人
柄
も
温
厚
で
人
望
も
厚
く
、「
も
し

も
秀
長
が
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、
豊
臣
の

天
下
は
安
泰
だ
っ
た
」
と
唱
え
る
人
も
多

い
。
秀
吉
も
心
が
許
せ
る
相
談
相
手
と
し

て
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
お
り
、
四
国
攻

め
で
は
総
大
将
と
し
て
平
定
す
る
な
ど
、

武
将
と
し
て
の
能
力
は
極
め
て
高
い
。　

　

歴
史
上
、
脇
役
で
あ
る
彼
が
、
今
回
の

ド
ラ
マ
で
は
主
人
公
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と

か
ら
、
歴
史
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
注
目
度
が

高
い
と
い
え
る
。

　　
「
織
田
氏
と
毛
利
氏
の
対
立
が
激
化

し
、
信
長
は
秀
吉
に
中
国
平
定
を
命
令
し

T A J I M A
D E S I G N

豊
臣
秀
長
っ
て
ど
ん
な
人
？

名
補
佐
役
と
し
て
秀
吉
を
支
え
る

ま
す
。
秀
吉
は
播は

り
ま磨

に
、
秀
長
は
但
馬
に

向
か
い
ま
し
た
。
目
的
は
但
馬
内
の
毛
利

党
の
制
圧
と
生
野
銀
山
の
確
保
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
秀
長
は
岩い

わ
す洲

城
（
朝
来
市

山
口
）
を
攻
め
落
と
し
、つ
い
で
竹
田
城
を

攻
略
。
秀
長
は
城
代
と
し
て
竹
田
城
に
入

り
、
城
の
改
修
を
指
示
し
ま
し
た
」
と
は
、

朝
来
市
教
育
委
員
会
の
大
川
拓
也
さ
ん
。

　

竹
田
城
代
と
な
っ
た
秀
長
は
、
明
智
光

秀
の
丹
波
攻
め
を
支
援
す
る
な
ど
し
た
が
、

播
磨
の
情
勢
が
揺
ら
い
だ
こ
と
で
、一
旦
、
秀

吉
の
下
へ
帰
還
。
そ
の
間
、
前
城
主
の
太
田

垣
氏
が
竹
田
城
を
奪
還
し
、「
但
馬
内
陸

部
の
毛
利
氏
の
最
前
線
基
地
と
し
て
機
能

し
て
い
た
の
で
は
」
と
、
大
川
さ
ん
は
話
す
。

　

播
磨
国
の
平
定
が
落
ち
着
く
と
、
鳥
取

城
制
圧
を
目
指
す
た
め
、
再
び
、
但
馬
へ

侵
攻
。
竹
田
城
や
但
馬
守
護
・
山や

ま
な名

氏
の

本
拠
地
、
出
石
の
有あ

り
こ
や
ま

子
山
城
を
落
城
さ

せ
、
但
馬
を
平
定
し
た
。
戦
後
は
但
馬
国

を
与
え
ら
れ
て
、
有
子
山
城
は
石
垣
の
城

へ
と
改
修
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

秀
吉
の
陰
に
隠
れ
が
ち
で
あ
っ
た
秀
長

が
、一
人
の
武
将
と
し
て
活
動
し
始
め
る
の

が
、
但
馬
国
及
び
山
陰
道
の
平
定
。
播
磨

国
の
安
定
に
苦
心
し
て
い
た
秀
吉
に
と
っ

て
、
秀
長
の
活
躍
は
窮
地
を
救
っ
た
と
い

え
、
こ
の
経
験
が
後
の
秀
長
に
と
っ
て
大
き

な
糧
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

秀
長
に
よ
る
但
馬
攻
め

令和5 年度（2023）の発掘調査で確認された
「石畳（右）」と「石段（下）」。特に石畳はこれま
で発掘されたものも合わせると、広範囲に敷設
されており、全国の山城でも珍しい。朝来市教
育委員会によれば、生野銀山を管轄する竹田
城は重要拠点で、一大名の手によるものでは
なく、豊臣政権による大規模な援助が行われて
いたことが推測されるという。

天正2 年（1574）、標高321m の有子山山頂に築かれた有子山城。東
西に約740m、南北に約780mもある大城郭が残されている。ハイキ
ングコースとして整備されており、秀長も見たであろう景色を望める。

但馬守護・山名氏の
本拠地であった有子山城。

豊臣秀長による
但馬攻めで落城し、

その後、石垣が築かれた。

天下人・豊臣秀吉の
弟として、兄を支える。

通称は「小一郎」と呼ばれ、
豊臣家臣団の中でも
人望が厚かった。

豊臣 秀長豊臣 秀長
（1540-1591）（1540-1591）

朝来市教育委員会提供

朝来市教育委員会提供

5



 tamp railsS T

竹
田
城
の
城
代
と
し
て
活
躍

秀
長
の
礎
を
築
い
た
但
馬
平
定

　

秀
長
が
羽は

し
ば柴

性
を
名
乗
っ
て
い
た
第
１

次
但
馬
攻
め
の
頃
、生
野
銀
山
を
管
轄
す

る
竹
田
城
の
城
代
と
し
て
過
ご
し
た
朝
来

市
。
市
で
は
秀
長
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
大

河
ド
ラ
マ
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
観
光
客

誘
致
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
企
画
し
て
い
る
。

　
「
今
ま
で
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
秀

長
が
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
な
る
の
は
、

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
秀
長
が
秀
吉
の
下

を
離
れ
て
大
将
と
し
て
大
活
躍
し
た
舞
台

な
の
で
、ゆ
か
り
の
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、
朝
来
市
観
光

交
流
課
の
中
嶋
大
介
さ
ん
。

　

教
育
委
員
会
の
監
修
の
下
、
秀
長
と
竹

田
城
と
の
関
係
性
を
示
す
パ
ネ
ル
を
制
作

し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
放
送
が
始
ま
る
来
年
度
以
降

で
は
周
遊
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
予
定
す
る
な
ど
、
誘
客

に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
る
。

　
「
竹
田
城
最
後
の
城
主
で
あ
っ
た
秀
吉
の

家
臣
・
赤
松
広
秀
が
善
政
を
布
い
た
こ
と

も
あ
り
、
地
元
の
竹
田
を
中
心
に
、
豊
臣

政
権
に
は
好
意
的
で
す
。
今
ま
で
は
別
の

城
と
し
て
映
画
や
ド
ラ
マ
に
登
場
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
竹
田
城
と
ド
ラ
マ
の
内

容
が
深
く
リ
ン
ク
す
る
機
会
は
滅
多
に
な

い
こ
と
。
竹
田
城
跡
の
ガ
イ
ド
さ
ん
も
、
よ

り
楽
し
い
説
明
が
で
き
る
と
ド
ラ
マ
に
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
、
中
嶋
さ
ん
は
話
す
。

　

観
光
協
会
で
は
、
今
年
の
９
月
よ
り
羽

柴
秀
長
の
家
紋
と
竹
田
城
の
文
字
が
入
っ

た
「
御ご

じ
ょ
う
い
ん

城
印
」
を
情
報
館
「
天
空
の
城
」

や
山
城
の
郷
で
販
売
し
た
他
、
教
育
委
員

会
で
も
、
ド
ラ
マ
の
放
映
に
合
わ
せ
て
、
朝

来
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
「
古
代
あ
さ

ご
館
」で
の
特
別
展
示
を
企
画
中
だ
。

　
「
法
宝
寺
に
、
第
１
次
但
馬
攻
め
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
秀
吉
発
給
の
制

札
（
市
指
定
文
化
財
）が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
企
画
展
で
は
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
秀
長
に
焦
点
を
当
て
、
軍
功
を
挙
げ
た

足
跡
を
辿
り
ま
す
」
と
話
す
、
教
育
委
員

会
の
大
川
さ
ん
。

　

秀
長
が
新
し
く
縄
張
り
を
行
い
、
広
秀

が
現
在
に
残
る
豪
壮
な
石
垣
を
整
え
た

と
さ
れ
る
竹
田
城
跡
。
ま
さ
に
豊
臣
政
権

が
築
い
た
城
で
あ
り
、
秀
長
の
勇
姿
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
天
空
の
城
に
登
城
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

竹
田
城
跡
の
新
た
な
魅
力
を

秋から冬先にかけて、「天空の城」として雲海に浮かぶ姿が全国的に知られ
る竹田城跡。秀吉は弟の秀長を城代として置いた後、桑山重晴、続いて赤松
広秀が城主となっている。現在も残る壮大な石垣は、広秀の時代に完成した。
法宝寺に残る制札は、室尾寺（廃寺／朝来市和田山町室尾）が資金を捻出し
て、秀長の軍勢の略奪から寺や身の安全を買い取ったもので、この近辺に秀
長の竹田城攻めの陣所が存在していた可能性が高いという。

朝来市観光交流課朝来市観光交流課
中嶋 大介さん中嶋 大介さん

日本100 名城にも選ばれた国史跡竹田城跡や竹田寺町通りを案内。
竹田城跡は、山城遺跡として全国でも稀な完存する遺構であり、ガイド
さんの話を聞けば、より深く城跡の成り立ちを知ることができる。

竹田城跡ボランティアガイド
INFORMATION

●お問い合わせ・申込は、「情報館天空の城」へ
朝来市和田山町竹田363  TEL.079-674-2120
https://asago-kanko.com/takedajyoseki

雲海だけではない、
豊臣秀長にまつわる

新たな竹田城跡の魅力を
ぜひ体感してください。

情報館「天空の城」、山城
の郷にて販売中の「羽柴
秀長御城印（300円）」。
豊臣氏の「五七の桐紋」と、
羽柴氏の「沢潟（おもだか）
紋」があしらわれている。

竹田城跡に
登りたい！
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D E S I G N

　

観
客
動
員
数
が
１
千
万
人
を
突
破
し
、

興
行
収
入
１
０
０
億
円
超
え
を
記
録
し

た
映
画
『
国
宝
』
の
ロ
ケ
地
と
し
て
湧
く

豊
岡
市
の
城
下
町
出
石
。
楽
屋
シ
ー
ン
の

撮
影
セ
ッ
ト
を
再
現
し
て
い
る
、
近
畿
地

方
最
古
の
芝
居
小
屋
「
出
石
永
楽
館
」
に

は
連
日
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　
「
ロ
ケ
地
に
な
る
こ
と
は
、
観
光
誘
客
に

直
結
す
る
と
思
っ
て
地
道
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
人
が

押
し
寄
せ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
影
響
力
に
驚
い
て
い
ま
す
」
と

は
、
出
石
に
お
け
る『
国
宝
』
ブ
ー
ム
の
火

付
け
役
の
１
人
で
あ
る
但
馬
國
出
石
観

光
協
会
の
事
務
局
長
・
中
原
裕
平
さ
ん
。

　

有
子
山
城
の
城
主
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

豊
臣
秀
長
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
大
河
ド

ラ
マ
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

有
子
山
城
は
名
門
・
山
名
氏
本
家
の

最
後
の
大
名
で
あ
っ
た
山
名
祐す

け
と
よ豊
が
築
い

た
山
城
。
秀
長
の
指
揮
に
よ
る
但
馬
攻
め

で
落
城
の
憂
き
目
に
合
い
、
そ
の
後
、
秀

長
の
命
に
よ
り
、
現
在
も
残
る
石
垣
の
城

が
整
備
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。

　
「
一
説
に
は
秀
長
の
重
臣
で
あ
っ
た
藤

堂
高
虎
が
最
初
に
手
が
け
た
城
で
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、『
秀
長
よ
り
、出
石

（
有
子
山
）の
築
城
を
命
ぜ
ら
れ
た
』と
書

か
れ
た
文
書
も
残
っ
て
い
ま
す
。
高
虎
と
い

え
ば
、
築
城
の
名
手
。
今
も
残
る
石
垣
は

学
術
的
に
価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
子
山
城
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
秀
長
ゆ
か

り
の
石
垣
を
現
地
で
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
、
中
原
さ
ん
は
話
す
。

　

そ
の
後
も
、
歴
代
城
主
に
は
、
秀
吉
の

最
古
参
の
家
臣
で
あ
る
前
野
氏
〜
小こ

い
で出

氏
と
続
き
、
豊
臣
政
権
に
お
い
て
、
出
石

が
重
要
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
有
子
山
城
は

廃
城
と
な
り
、
麓
に
出
石
城
が
築
城
さ

れ
、
現
在
も
残
る
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
区

画
さ
れ
た
町
割
り
が
整
備
さ
れ
た
。

　

出
石
そ
ば
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
、
江
戸
中

期
か
ら
幕
末
ま
で
出
石
藩
主
で
あ
っ
た
仙

石
氏
の
家
祖
・
仙
石
秀
久
も
、
実
は
秀
吉

最
古
参
の
家
臣
。
何
か
と
豊
臣
兄
弟
と
の

縁
が
深
い
出
石
も
見
所
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

有子山城跡に
登りたい！

NPO 法人NPO 法人
但馬國出石観光協会但馬國出石観光協会

事務局長事務局長
中原 裕平さん中原 裕平さん

出石を知り尽くす出石観光案内所の有子山城・出石城案内人がお
供するハイキング型ガイドツアー（150 ～180 分）。出石城跡から有
子山城跡までを徹底的に攻め落とす勢いでガイドしてくれる。千畳敷
まで見られるので、城好きにはたまらない時間を過ごせるとのこと。

ハイキングガイド
＼五万八千石の城を攻め落とす！／
続１００名城 有子山城・出石城案内人

INFORMATION

●お問い合わせ・申込は、「出石まちづくり公社」へ
豊岡市出石町内町104-7  TEL.0796-52-6045
https://daytrip-izushi.jp/course/

豊
臣
氏
最
古
参
の
重
臣
が
歴
代
城
主
に

城
下
町
出
石
で
感
じ
る
秀
長
の
足
跡

秀長気分になって
有子山城を

攻め落としてください。

秀
長
の
命
に
よ
る
石
垣
普
請

（上）山城特有の古い手法である「シノギ積み」の石垣。
（下）有子山山頂から出石の町並みを望む。秋は雲海が見られることも。

江戸初期の一国一城令により、有子山城は廃城となり、小
出氏によって、麓に平山城である「出石城」が築城された。
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新
温
泉
町
、
湯
村
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
源
泉
「
荒
湯
」
の
路
地
を
進
ん
だ
先
に

「cafe bloom
 Y

U
M

U
R

A

」と
い
う
カ
フ
ェ

が
あ
る
。
地
元
や
近
隣
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
が
評
判
の
お
店
だ
。
そ

の
中
で
も
、湯
村
温
泉
の
風
土
を
活
か
し
た

「
荒
湯
キ
ャ
ラ
メ
ル
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
が
人
気

を
呼
ん
で
い
る
。

　
「
元
々
夫
婦
揃
っ
て
料
理
が
好
き
で
、
妻

の
ト
レ
ー
ラ
ー
カ
フ
ェ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
湯
村
温
泉
街
に
立
ち
寄
る
所
が
な

い
と
い
う
声
を
聞
き
、
こ
の
地
で
店
舗
を
始

め
る
こ
と
に
。
何
か
土
地
の
モ
ノ
を
、
と
メ

ニュ
ー
を
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で『
荒
湯

vol.49

口の中でとろける濃厚なチーズケーキに、ほろ苦い荒湯キャラメルは絶妙なマッチング。1ピース(税込
500円)から湯村温泉の店舗、トレーラーカフェ（鳥取県岩美町・浦富海岸）にてテイクアウトが可能。前
日までの予約でホールケーキ(税込3,300円)でのテイクアウトも行っている。

キ
ャ
ラ
メ
ル
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
』
が
誕
生
し
ま
し

た
」と
話
す
の
は
、店
主
の
松
本
浩
志
さ
ん
。

　

オ
ー
プ
ン
前
は
専
門
的
な
料
理
経
験
が
な

い
こ
と
が
悩
み
で
あ
っ
た
が
、
同
時
期
に
荒
湯

の
湯
が
き
体
験
で
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
か
ら
生

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
作
る
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
こ

れ
を
看
板
メ
ニュ
ー
に
ど
う
か
と
考
え
た
。

　

コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
だ
け
で
作
っ
た
荒
湯

キ
ャ
ラ
メ
ル
は
甘
過
ぎ
る
た
め
、
苦
味
も
配

合
し
て
味
を
整
え
た
そ
う
。

　
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
だ
け
で
な
く
、
滑
ら
か
な

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
口
当
た
り
に
も
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
ほ
ろ
苦
く
柔
ら
か
い
キ
ャ
ラ
メ
ル
と

合
う
よ
う
に
、焼
き
時
間
な
ど
も
工
夫
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
食
べ
た
中
で
一
番
美
味
し

い
と
い
わ
れ
た
時
や
、
リ
ピ
ー
ト
い
た
だ
い
た

時
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔

で
話
す
。

　

店
内
で
の
飲
食
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
可
能
で
、
少
し
凍
ら
せ
て
か
ら
食
べ

て
も
美
味
し
い
の
だ
と
か
。

　

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
カ
フ
ェ
が
花
開
い

て
、
お
客
様
の
笑
顔
も
花
開
く
よ
う
に
と

名
付
け
ら
れ
た
店
名
の「bloom

」。

　

湯
村
温
泉
の
湯
が
き
で
作
っ
た
ほ
ろ
苦
い

荒
湯
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
纏ま

と
っ
た
、
と
ろ
け
そ
う
な

ほ
ど
柔
ら
か
い
新
食
感
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。

ぜ
ひ一
度
ご
賞
味
あ
れ
。

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 cafe bloom YUMURA  荒湯キャラメルチーズケーキ　 ｜

湯村温泉を活かしたスイーツ
口の中でとろける滑らか食感

it
ad
ak
im
as

u

■cafe bloom YUMURA
［所］ 兵庫県美方郡新温泉町湯1240
 ［時］ 11 時〜16 時（不定休）    

［問］ 0796-93-9622
[instagram] @cafebloom_yumura

ブルーム
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い
ま
す
。
今
ま
で
食
べ
た
中
で
一
番
美
味
し

い
と
い
わ
れ
た
時
や
、
リ
ピ
ー
ト
い
た
だ
い
た

時
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔

で
話
す
。

　

店
内
で
の
飲
食
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
可
能
で
、
少
し
凍
ら
せ
て
か
ら
食
べ

て
も
美
味
し
い
の
だ
と
か
。

　

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
カ
フ
ェ
が
花
開
い

て
、
お
客
様
の
笑
顔
も
花
開
く
よ
う
に
と

名
付
け
ら
れ
た
店
名
の「bloom

」。

　

湯
村
温
泉
の
湯
が
き
で
作
っ
た
ほ
ろ
苦
い

荒
湯
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
纏ま
と
っ
た
、
と
ろ
け
そ
う
な

ほ
ど
柔
ら
か
い
新
食
感
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。

ぜ
ひ一
度
ご
賞
味
あ
れ
。

　

養
父
市
広
谷
で
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）

に
創
業
し
た
中
野
醸
造
。
今
年
で
１
２
６

年
目
に
な
る
醤
油
蔵
は
、
全
て
組
み
木
で

作
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
今
は
３
代
目
の
父
が
83
歳
、
私
が
57

歳
、
息
子
が
27
歳
の
親
子
三
世
代
で
営
ん

で
い
ま
す
。
中
野
醸
造
の
始
ま
り
は
、
質
の

よ
い
伏
流
水
が
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
創
業
当
初
か
ら
の
変
わ
ら
な
い
味
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
の

は
、４
代
目
当
主
の
中
野
雅
人
さ
ん
。

　

中
野
醸
造
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

味
と
地
域
の
繋
が
り
。
昔
な
が
ら
の
味
を

守
り
、
配
達
も
昔
と
変
わ
ら
ず
、一
軒
ず
つ

周
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
手
も
気
も
抜
け
な
い
醤
油
作
り
は
大

変
で
す
。
し
か
し
、
味
を
守
る
こ
と
は
信
頼

に
繋
が
り
ま
す
。
配
達
の
際
に
お
客
様
の
顔

を
見
て
話
し
、直
に
声
を
聞
く
。
地
域
と
繋

が
っ
て
い
る
部
分
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
、
雅
人
さ
ん
は
話
す
。

　

伝
統
を
大
切
に
す
る
同
社
だ
が
、
醤
油

の
味
を
守
り
な
が
ら
新
商
品
の
開
発
に
も

挑
ん
で
い
る
。
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

り
、
顧
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
迅
速
に
形
に
す

る
な
ど
、
小
回
り
が
利
く
の
も
小
さ
い
醤

油
蔵
な
ら
で
は
の
強
み
だ
。

　

さ
ら
に
は
５
代
目
の
宗
一
郎
さ
ん
が
若
者

の
感
性
を
生
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
発
信
を
行

い
、
若
年
層
の
顧
客
も
増
や
し
て
い
る
。
お

ひ
と
り
様
に
向
け
て
使
い
切
れ
る
よ
う
に
、

小
さ
な
ボ
ト
ル
で
販
売
す
る
な
ど
、
若
者
の

行
動
力
に
雅
人
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

　

宗
一
郎
さ
ん
は
、
大
学
在
学
中
に
発
酵
マ

イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
得
。
以
前
は
手
の
感

覚
を
頼
り
に
し
て
い
た
が
、
昔
な
が
ら
の
伝

統
技
法
を
安
定
さ
せ
た
。
と
は
い
え
、
昔
と

変
わ
ら
な
い
技
法
と
、
繊
細
な
温
度
管
理

に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
今
は
そ
れ
が
一
番

で
す
。い
ず
れ
は
直
売
店
を
持
ち
、
観
光
と

の
リ
ン
ク
が
し
た
い
で
す
ね
。
養
父
市
が
観

光
地
に
な
れ
ば
、
会
社
だ
け
で
な
く
地
域
が

盛
り
上
が
り
ま
す
。
大
き
い
夢
で
す
が
、
挑

戦
し
た
い
で
す
」
と
語
る
宗
一
郎
さ
ん
。

　

親
子
三
世
代
、
５
代
目
の
熱
い
想
い
と

共
に
、
新
た
な
歴
史
が
紡
が
れ
て
い
く
。

親
子
三
世
代
。百
年
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、変
わ
ら
な
い
味
。

■有限会社中野醸造（マルナカ醤油）
［所］兵庫県養父市広谷129　［問］079-664-0018
明治32 年の創業以来、技と味を貫き通した伝統の醤油を造り続ける老舗の醸造
会社。仕込み蔵は百年以上の歴史ある蔵。  https://www.nakanojozo.com/

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.26

麦麹の揉み込みの様子。麦一粒一粒に、
傷を作り発酵菌を入れている。

発酵マイスターの
証書

親子三世代。３代目利洋さん、４代目中野
雅人さん（左）、5 代目宗一郎さん（右）

布で包み、昔ながらのまつぶた（木の箱）
に入れて発酵させる。

思いを込めて櫂（かい）を入れる腕に力が入る４代目の雅人
さん、力強くもろみを混ぜている。

蔵は組み木で
作られており、釘などは
一切使われていない。

発酵マイスターの
合格証書

養父市の特産である朝倉山椒を使った
ぽん酢風ドレッシング「醤酢」

ひしお す
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香美町香住
区安

や す ぎ

木（浜安木
）

る
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

安
木
・
相あ

い
だ
に谷

の
子
ど
も
は
安
木
小
学
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
児
童
の
減
少
に
よ
り
、

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）に
閉
校
と
な
り
ま

し
た
」
と
、
宮
下
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

公
民
館
の
向
か
い
の
石
段
を
上
る
と
見

え
る
の
は
、「
大
師
堂
」。
そ
の
昔
は
真
言

宗
の
檀
家
で
あ
っ
た
名
残
だ
そ
う
で
、お
堂

に
は
弘
法
大
師
坐
像
や
薬
師
如
来
な
ど

の
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
隣
の
小
さ
な

お
堂
に
も
大
日
如
来
の
石
像
が
祀
ら
れ
て

お
り
、
石
は
養
父
市
八
鹿
町
で
採
ら
れ
た

も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
裏
山
に
は
「
安
木
八
十
八
カ

所
」
と
題
し
て
、
八
十
八
体
の
石
仏
が
参

道
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、か
つ
て
は
多
く
の

人
が
巡
礼
に
参
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
か
ら
焼
杉
板
の
家
々
の
路
地
を
抜

け
て
い
く
と
、
集
落
の
歴
史
を
色
濃
く
伝

え
る
「
八
坂
神
社
」の
参
道
へ
辿
り
着
く
。

　
「
浜
安
木
は
貧
し
い
村
だ
っ
た
と
話
し
ま

し
た
が
、
江
戸
時
代
に
西
廻
り
航
路
が
開

か
れ
る
と
、
北
前
船
や
近
海
の
港
を
往
来

す
る
地
乗
船
の
船
主
、
船
乗
り
に
な
る
者

が
集
落
の
約
８
割
も
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
攫
千
金
を
狙
う
目
的
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
当
時
は
天
気
予
報
も
レ
ー
ダ
ー
も
な

く
、
船
乗
り
は
命
の
保
証
が
な
い
仕
事
。
そ

れ
で
も
３
度
の
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
実
情
は
生
計
を
立
て
る
た
め
に
は
船

乗
り
に
な
る
し
か
道
が
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

　

Ｊ
Ｒ
佐さ

つ津
駅
の
裏
手
に
伸
び
る
県
道
11

号
の
海
岸
線
を
東
へ
少
し
行
く
と
、の
ど
か

な
海
辺
の
風
景
が
広
が
る
香
美
町
香
住
区

安
木
が
見
え
る
。
か
つ
て
海
水
浴
場
と
し
て

賑
わ
っ
た
安
木
浜
に
は
白
い
砂
浜
が
広
が

り
、
焼
杉
板
の
船
小
屋
の
風
景
と
相
ま
っ

て
、
懐
か
し
い
情
景
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

安
木
地
区
を
地
図
で
見
る
と
、
集
落

を
南
北
に
流
れ
る
安
木
川
に
沿
っ
て
、
細

長
い
形
を
し
て
い
る
。
北
に
位
置
す
る
海

辺
の
集
落
が
「
浜
安
木
」、
南
に
位
置
す

る
山
側
の
集
落
が
「
奥
安
木
」
で
、
江
戸

時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
村
で
あ
っ
た
。

　
「
奥
安
木
は
内
陸
深
く
ま
で
耕
地
や
山

林
が
あ
り
、一
村
で
寺
院
を
持
つ
な
ど
、
比

較
的
豊
か
な
村
で
し
た
。
し
か
し
、
海
辺
の

浜
安
木
は
耕
地
が
少
な
く
、
半
農
半
漁
の

生
活
。
暮
ら
し
は
貧
し
か
っ
た
」
と
は
、
地

元
の
歴
史
に
詳
し
い
宮
下
仙
之
助
さ
ん
。

　

宮
下
さ
ん
の
案
内
で
、
今
回
は
浜
安
木

を
裏
路
地
探
険
。
集
合
場
所
と
な
っ
た
公

民
館
の
横
は
小
学
校
跡
。
現
在
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
残
り
、道
沿
い
に
あ
る
２
本
の
石
柱

に
は
、「
口
佐
津
第
一
尋
常
小
学
校
」と「
兵

庫
県
城
崎
郡
口
佐
津
村
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
小
さ
な
集
落
に
も
小
学
校
が
あ
っ
た

と
は
驚
き
で
、
さ
ぞ
か
し
子
ど
も
が
多
か
っ

た
と
思
い
き
や
、
別
の
理
由
が
あ
っ
た
。

　
「
県
道
が
で
き
る
ま
で
は
陸
の
孤
島
で
、

隣
り
の
佐
津
小
学
校
に
行
く
に
は
峠
道
を

越
え
る
か
、山
陰
本
線
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

安木安木
八十八カ所八十八カ所
第一番第一番

大師堂大師堂

安木浜安木浜

至奥安木至奥安木

安
木
川

安
木
川

県道11 号県道11 号

大日如来石像大日如来石像

小学校跡の石柱小学校跡の石柱

公民館公民館
多目的グラウンド多目的グラウンド

日本海日本海

レンガ塀の屋敷レンガ塀の屋敷

焼杉板の焼杉板の
船小屋船小屋

ハマゴウのハマゴウの
海岸植物が見られる。海岸植物が見られる。

参道参道

石造の鳥居石造の鳥居

至
香
美
町
香
住
区
訓
谷

至
香
美
町
香
住
区
訓
谷

（
Ｊ
Ｒ
佐
津
駅
）

（
Ｊ
Ｒ
佐
津
駅
）

川いと川いと

安木安木
八十八カ所八十八カ所
第88 番第88 番

レンガ造りの塀がちらレンガ造りの塀がちら
ほらあり、和洋折衷のほらあり、和洋折衷の
独特の景観が特徴的。独特の景観が特徴的。

レンガ塀とレンガ塀と
焼杉板壁の屋敷焼杉板壁の屋敷

「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と

言
わ
れ
た
危
険
な
航
海
。

北
前
船
の
船
乗
り
が

航
海
の
安
全
を
祈
願
し
た

海
辺
の
集
落
を
歩
く
。
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宮下仙之助さんは全国の北前船寄港地を調べ、古文書などを見ながら、当
時の貿易の実態を調査。貴重な北前船に関する話を一部抜粋する。

【北前船とは】
北前船は主に買積み廻船のことで、船主が商品を仕入れ、それらを寄港地で
売買し、利益を上げていた。西廻り航路は大坂〜下関〜北陸以北の日本海
沿岸を廻り、下り（東北・北海道へ）は米や塩、藁などを積んで利益は2割程
度、上り（大坂へ）は昆布、ニシンなどの海産物を積んで帰り、利益は5割以上
あった。下りは利幅が薄いため、積荷も少なく、船を安定させるための重石が
必要だった。少しでも利益を出すため、石州瓦や石材を積んでいた。

【北前船の1 年】
・旧暦の春の彼岸までに出立し、船のある大坂へ徒歩で約3日かけて移動。
秋の彼岸までに波の静かな瀬戸内海へと入った。通常は1航海だが、幕末に
なると船も進化し、2航海する船もあった。2航海するため、大坂からいち早く
瀬戸内海を抜け、下関で日本海が落ち着くのを待った。宮下家では寄港地の
問屋に卸す際の積荷の検量で、利益が少なくなっても1割増量した。宮下の
船は検量を下回ることはないとされ、検量なしで積荷がさばけ、2航海するた
め次の寄港地へと急いだ。
・幕末には北海道の江差の取引記録に、安木村の船が記録されている。
・当時は難破率も高く、難破すれば、船も積荷も無くして大損する、一か八か
の商売であった。１艘５〜６人で乗り込み、危険な航海をチームワークで乗り
切るため、船員は親類や同郷の気心が知れた仲間で組まれた。
・江戸時代、檀家となる寺で往来手形の発行が必要であった。身元が記載さ
れた今でいうパスポートであり、各藩との行き来が難しい時代において、船
が難破した際は、1番に持って逃げる身元を保証する大切な物だった。

【北前船の風習】
・大時化の航海を無事乗り切れば、髷を切って神社に奉納する人もいた。
・海上の守護神である讃岐の金毘羅さんを信仰し、1年に1度お参りをした。
お参りできない時は「流し樽」といって海に酒樽を流し、拾った瀬戸内の船は
金刀比羅宮に届けるしきたりだった。「流し樽」は縁起のよい物とされた。

海の総合商社  北前船 四
よ も や ま

方山話- 番外編 -

う
で
す
」
と
、
宮
下
さ
ん
は
語
る
。

　

実
は
宮
下
さ
ん
の
先
祖
も
、
北
前
船
の

船
主
。
宮
下
さ
ん
は
５
代
目
で
、
初
代
・

仙
五
郎
が
江
戸
末
期
の
文
久
年
間
に
海

運
業
に
乗
り
出
し
、
２
代
目
も
こ
の
事
業

を
継
ぎ
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）ま
で
北

前
船
の
経
営
を
続
け
た
そ
う
だ
。

　

神
社
に
は
、
航
海
の
安
全
祈
願
と
し
て

「
船
絵
馬
」が
奉
納
さ
れ
て
い
た
他
、
北
前

船
の
船
主
た
ち
が
寄
進
し
た
石
灯
籠
な
ど

も
残
っ
て
い
る
。

　
「
浜
安
木
に
は
神
仏
に
関
す
る
遺
構
が

多
い
で
す
。
こ
れ
は
自
然
相
手
の
危
険
な

航
海
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
神
仏
に

頼
る
以
外
に
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
宮
下
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
集
落
の
東
の
境
界
に
は
鯨
の

供
養
塔
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
明
２
年

（
１
７
８
２
）に
、
浜
安
木
に
流
れ
着
い
た

鯨
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
墓
。

鯨
は
食
料
や
油
な
ど
余
す
こ
と
な
く
利
用

で
き
る
た
め
、「
鯨
一
頭
、
七
浦
を
潤
す
」と

い
わ
れ
る
ほ
ど
、
利
益
を
も
た
ら
し
た
。

　

鯨
の
供
養
塔
は
兵
庫
県
内
で
は
他
に
確

認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
明
の
飢
饉
で
苦
し

ん
で
い
た
村
に
と
っ
て
は
天
の
恵
み
で
あ
り
、

自
然
に
対
す
る
感
謝
の
念
が
篤あ

つ
い
浜
安
木

の
人
々
を
象
徴
す
る
遺
構
と
い
え
る
。

　

北
前
船
主
に
想
い
を
馳
せ
て
の
ん
び
り

裏
路
地
探
険
。
村
の
歴
史
を
聞
け
ば
、
の

ど
か
な
風
景
も
ま
た
違
っ
て
見
え
る
。

安木安木
八十八カ所八十八カ所
第一番第一番

県道11 号（訓谷側）から安木地県道11 号（訓谷側）から安木地
区を望む。白砂のビーチが広が区を望む。白砂のビーチが広が
り、昭和40 年代からのレジャーり、昭和40 年代からのレジャー
ブームで海水浴に訪れる人が増ブームで海水浴に訪れる人が増
え、民宿を営む家も多かった。え、民宿を営む家も多かった。
※現在は海水浴場の開設はなし※現在は海水浴場の開設はなし

祇園牛頭天王の扁額を掲げた八坂神社。北前船の航祇園牛頭天王の扁額を掲げた八坂神社。北前船の航
海に出る前には必ずお参りをし、無事帰ってこれた際海に出る前には必ずお参りをし、無事帰ってこれた際
には、お礼参りをした。には、お礼参りをした。 八坂神社八坂神社

至
豊
岡
市
竹
野
町

至
豊
岡
市
竹
野
町

八坂神社に残されていた「船絵馬（上）」。八坂神社に残されていた「船絵馬（上）」。
航海安全の祈願として奉納され、航海の航海安全の祈願として奉納され、航海の
守護神である住吉大社が背景に描かれ守護神である住吉大社が背景に描かれ
るのが定番の構図なのだとか。るのが定番の構図なのだとか。かなり傷かなり傷
みがあるため、レプリカ（下）によって、当みがあるため、レプリカ（下）によって、当
時の色彩が再現されている。宮下家では時の色彩が再現されている。宮下家では
最盛期に400～700 石積みの廻船を5最盛期に400～700 石積みの廻船を5
隻も所有していた。隻も所有していた。

海辺の集落らしい景観が今も残海辺の集落らしい景観が今も残
る。日本海の激しい潮風に耐えるる。日本海の激しい潮風に耐える
ためか、蔵にも焼杉板の外壁がためか、蔵にも焼杉板の外壁が
施されている。施されている。

大師堂の周囲には石仏大師堂の周囲には石仏地蔵地蔵や、石碑や、石碑
などが数多くあり、集落の信仰への篤などが数多くあり、集落の信仰への篤
さがうかがえる。8月16日には、『役行さがうかがえる。8月16日には、『役行
者像』の掛軸を前にして行われる「行者像』の掛軸を前にして行われる「行
者念仏会」が今も続けられている。者念仏会」が今も続けられている。

町指定文化財の「寄鯨供養塔」。鯨町指定文化財の「寄鯨供養塔」。鯨
の所有権を巡って、浜安木村と訓谷の所有権を巡って、浜安木村と訓谷
村で争論になるほど、鯨は価値の高村で争論になるほど、鯨は価値の高
い物だった。残された古文書から現い物だった。残された古文書から現
在の価格で400 万円ほどの利益が在の価格で400 万円ほどの利益が
あったのではと考えられている。あったのではと考えられている。

寄鯨供養塔寄鯨供養塔
（鯨の墓）（鯨の墓）

集落内には潮風集落内には潮風
に耐えられるように耐えられるよう
に焼杉板を外壁に焼杉板を外壁
にした家が多い。にした家が多い。

参道参道

石造の鳥居石造の鳥居

モチの木を主モチの木を主
とした社叢とした社叢

神社周辺では神社周辺では
古墳が発掘さ古墳が発掘さ
れている。れている。

稲荷神社稲荷神社

船 主 が 寄 進した船 主 が 寄 進した
灯籠などが残る。灯籠などが残る。

荒神神社荒神神社
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第45回

鬼
と
松
明
が
主
役
と
な
っ
た
奇
祭

「
ま
い
そ
う
祭
り
」 ［
養
父
市
大
屋
町
宮
本
］

《協力》養父市教育委員会 歴史文化財課

　
養
父
市
大
屋
町
に
あ
る
御み

い井
神
社
で
は
、
毎
年
1
月
14
日
に
燃
え
さ
か
る

松
明
の
炎
で
鬼
の
面
を
付
け
て
木き

ぼ

こ鉾
を
持
っ
た
鬼
役
を
叩
き
、
そ
の
年
の
無
病

息
災
を
願
う
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
る
。

　
神
代
の
昔
、
こ
の
地
が
泥
海
で
あ
っ
た
頃
に
、
神
が
3
艘
の
船
に
乗
っ
て
見

回
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
2
艘
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
神
々
は
「
な

い
そ
う
や
」
と
言
っ
て
探
し
回
る
と
、
1
艘
は
大
屋
町
の
宮
本
、
さ
ら
に
、「
ま

い
っ
そ
う
や
」
と
言
い
な
が
ら
探
す
と
、
も
う
1
艘
は
養
父
市
船
谷
で
見
つ
か
っ

た
と
い
う
。
あ
と
１
艘
を
、「
ま
ー
い
っ
そ
ー
な
い
（
も
う
１
艘
な
い
）
」
と
呼
び

か
け
な
が
ら
捜
し
た
こ
と
か
ら
、「
ま
い
そ
う
祭
り
」
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
祭
り
は
本
殿
で
神
事
を
終
え
た
後
、
神
主
の
御
神
火
か
ら
点
火
さ
れ
た
松

明
を
参
拝
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
、
円
陣
を
組
む
。
鬼
役
は
、
太
鼓
の
合
図
に

合
わ
せ
て
、
右
手
に
木
箱
、
左
手
に
木
鉾
を
持
っ
た
一
番
鬼
が
拝
殿
か
ら
飛
び

出
し
、
四し

こ股
を
踏
む
よ
う
な
足
取
り
で
反
時
計
回
り
に
円
陣
を
回
る
。

　
参
拝
者
は
、「
ま
ー
い
っ
そ
ー
な
い
」
と
は
や
し
立
て
、
炎
々
と
燃
え
盛
る
松

明
を
頭
上
で
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
、
鬼
役
が
持
つ
木
箱
に
激
し
く
叩
き
つ
け
る
。

　
鬼
役
は
二
番
鬼
、
三
番
鬼
の
順
で
続
き
、
円
陣
を
3
周
し
た
後
、
ほ
え
声
を

上
げ
て
本
殿
に
そ
れ
ぞ
れ
消
え
て
い
く
。
燃
え
盛
る
松
明
の
炎
で
鬼
を
追
い
払

う
珍
し
い
火
の
奇
祭
と
し
て
、
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

まいそう祭りの様子。鬼の持つ木箱を松明
で叩き、火の粉を散らすことによって、五穀
豊穣と無病息災を祈願する。

三谷神社

栗鹿川

北近畿豊岡自動車道

275

山東 IC

至和田山

御井神社

6

279
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つくりて

1 2

の話。

vol.11

但馬から “ て ” で生み出す

田中さんの作品の一つ。作品には気軽に身に着けられ、日常の中にそっとおしゃれが隠れている、
そんな自然で気を遣わないガラスでいてほしいという想いが込められている。

キラキラと輝く

とんぼ玉。

世界にひとつだけの

あなたの「想い玉」に。

LAMP WORK TASUKU
硝子とんぼ玉作家

田中 佑佳さん

［所］兵庫県豊岡市城南町 15-11
［HP］https://tasuku88.com/　
［Instagram］@lamp_work_tasuku

2009 年 よりとん ぼ 玉と出 会 い、現 在は

おうち工 房にて創作しながら、とんぼ 玉

体験教室（要予約）をメインに活動中。体

験教室の詳細は QR コードの HPより。

　 土台の丸い部分となるガラスの棒。透明ガラスや不透明ガラスと
様々な種類があり、ガスバーナーで溶かし形を作る。   体験教室で選
べるマーブル・ひっかき（ハート）・遊び玉・ドット柄のとんぼ玉。土台
を作った後は、細いガラス棒を熱して溶かしながら絵付けをする。

1
2

　豊岡市城南町の旭通に佇むガラス工房「LAMP　

WORK TASUKU」。工房を営むのは、硝子とんぼ玉

作家の田中佑佳さんです。とんぼ玉とは、ガラス棒を

溶かして作った穴のあいた小さなガラス玉のことです。

　田中さんは会社を辞めた後、旅先で偶然このガラス

玉に出会い、とんぼ玉の魅力に引き込まれました。

　「ものづくりに興味があり手先の器用さを活かした

仕事をしたいと考えていたので、自分の力を試すべく

思い切って、この世界に入りました」と話す田中さん。

　とんぼ玉は、色も形も同じものができないのが魅力の一つ。体験教室では、「世界

にひとつの想い玉」として、ストラップやヘアゴムなどにして持ち帰ることもできます。

体験に訪れる方は小さなお子様から80 代の方まで様々で、ガラス玉工房に興味のあ

る方や旅の思い出づくりなど、出会う人々から元気と閃きをもらう日々だといいます。

　「本格的なガラス工芸の体験をモットーにしているため、1個目は、皆さん難しいと

いわれます。ですが、2、３個作るとコツを掴んで楽しくなり、最後にはもっと作りたい

とリピーターになる方も多いです。できたガラス玉は我が子のようで、可愛くて自画自

賛が止まらない様子はうれしくて感謝でいっぱいの気持ちになります」と、田中さん。

　また、体験教室ではとんぼ玉作りを通じて、物の大切さを感じて欲しいそうです。

「物には魂が宿るといいますが、自分の手でゼロから生み出す経験は、物を大切にす

る心に繋がると思います。繊細なガラスを扱っているので、『ガラスの声聞こえる？』

と皆さんに話しかけています」とのこと。

　体験教室に来てくれた子どもが、大人になって、誰かと一緒に、またはご自身の子

どもと一緒に工房に来てくれることが夢の一つだと教えてくれました。それぞれの

想いからでき上がるとんぼ玉は、思い出づくりや贈り物に最適です。みんなが笑顔

になるとんぼ玉教室で、ガラスの声に耳を傾けながらあなただけの「想い玉」を作っ

てみませんか。
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【料金例 （豊岡市の場合）】 但馬－大阪（伊丹）片道料金

5,850円〜セイバー
なら

10,350円〜が

なら

8,282円〜が 3,782円〜往復セイバー

但馬ー大阪（伊丹）

▼最短35分

しあわせを運ぶコウノトリ舞う但馬
コウノトリ但馬空港から

コウノトリ
但馬空港

但馬空港推進協議会 〒668-0045 豊岡市城南町 23-6 TEL.0796-24-2245

Point 1

速い 大阪・東京はこんなに近い

東京だけじゃない！Point 2

便利 大阪（伊丹）で乗り継いで全国各地へ

Point 3

お得 運賃助成でさらにお得

▼最短約2時間

但馬から大阪（伊丹）乗り継ぎで全国各地へ行けるからとっても便利！

但馬ー大阪（伊丹）ー東京（羽田）

運賃助成でお得に利用できます！
但馬在住・在勤の方はもちろん、但馬出身者（その家族も含む）等も

市町から運賃助成が受けられます。

早期予約がとってもお得！

運賃助成について
詳しくはコチラ

助成後
料金

助成後
料金 飛行機に乗ったことが

ない方はコチラ

大阪（伊丹）空港で乗り継げば
全国へひとっとび！

HAPPY FLIGHT!
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但馬空港推進協議会 〒668-0045 豊岡市城南町 23-6 TEL.0796-24-2245●イベントなどの情報は2025年9月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

OSJ KAMI 100
11月1日（土）〜3日（月・祝）
13:00〜（3日は9:00〜）※有料
香美町村岡区大笹
ハチ北高原周辺

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

キャンプインストラクター養
成講座
11月1日（土）〜3日（月・祝）
12:00〜（3日は14:30〜）※有料
香美町小代区新屋
美方高原自然の家

（問）美方高原自然の家
TEL.0796-97-3600

生野お散歩マルシェ
11月2日（日）11:00〜15:00
朝来市生野町口銀谷 口銀
谷銀山町ミュージアムセン
ター （旧浅田邸）

（問）銀細工体験工房Marie
TEL.090-6986-7376

第9回加陽湿地まつり
11月2日（日）
豊岡市 加陽湿地、加陽水辺公園

（問）コミュニティなかすじ
TEL.0796-23-3746

（問）豊岡市コウノトリ共生課
TEL.0796-21-9017

一円電車体験乗車会
11月2日（日）
10:00〜15:00 ※有料
養父市大屋町明延
あけのべ憩いの家広場

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

新温泉町レコード屋大賞
表彰式
11月3日（月・祝）13:00〜
新温泉町湯 薬師湯前広場

（問）新温泉町商工観光課
TEL.0796-82-5625

第53回出石お城まつり
11月3日（月・祝）9:00〜16:00
豊岡市出石町 出石城跡周辺

（問）出石お城まつり実行委員会
（但馬國出石観光協会）
TEL.0796-52-4806

朝来ふれあい元気祭り
11月3日（月・祝）
朝来市新井
朝来支所前広場

（問）朝来ふれあい元気祭り
実行委員会事務局

（朝来市朝来支所）
TEL.079-677-1165

かにの豊漁祈願祭
11月6日（木）
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

やぶ紅葉まつり
11月8日（土）〜30日（日） 
9:00〜20:00頃 ※有料
養父市養父市場 養父神社

（問）同実行委員会
TEL.079-665-0252

YABUフードEXPO
11月9日（日）10:00〜16:00 
養父市 やぶ市民交流広場

（問）養父市商工会
TEL.079-662-7127

シイタケ植菌体験
11月9日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

第38回浜坂みなとカニ祭り
11月15日（土） 
新温泉町芦屋
浜坂漁港せり市場

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

焼きいも、いも煮&竹工作
11月16日（日）9:00〜13:00
豊岡市竹野町坊岡
クリーンパーク北但
※定員30名程度

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

第35回とよおか津居山港
かにまつり
11月22日（土）8:30〜12:30
豊岡市立港西小学校跡

（問）豊岡観光協会
TEL.0796-22-8111

（問）豊岡みなと観光組合
TEL.0796-28-3244

かに王国絶叫大会
11月23日（日・祝）
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

ゆむら灯火の景イルミネーション
11月29日（土）〜12月25日（木）
新温泉町湯 ポケットパーク

（問）同実行委員会
（新温泉町商工会浜坂本所）
TEL.0796-82-1152

オリジナルリース作り
11月30（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

正月飾りつくり
12月7日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

門松つくり
12月14日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

年越しのそば打ちを楽しもう
12月14日（日）9:45〜13:00
豊岡市竹野町坊岡
クリーンパーク北但
※定員30名程度

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

朝市・感謝デー
12月21日（日）
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

餅花作り
12月21日（日）
朝来市生野町口銀谷
生野まちづくり工房井筒屋

（問）同工房
TEL.079-679-4448

かにサンタのクリスマスイベント
12月24日（水）
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

生野イルミネーションロード
12月予定〜1月4日（日）
朝来市 生野マインホール周辺

（問）同実行委員会
（朝来市生野支所）
TEL.079-679-2240

竹田城跡元旦特別観覧
1月1日(木・祝) ※有料
朝来市和田山町 竹田城跡

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003

ハチ高原新春花火大会
1月2日（金）予定
養父市ハチ高原 ハチ高原交
流促進センター付近

（問）ハチ高原観光協会
TEL.079-667-8535

宵田の十日恵比寿まつり
1月10日（土）
豊岡市日高町宵田 西宮神社

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

鳴滝目指して雪上ハイキング
1月11日（日） ※有料
新温泉町青下地区

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

二宮神社戎祭 
1月11日(日) 
朝来市和田山町和田山
二宮神社

（問）同実行委員会
TEL.090-3353-2890(小山)

田ノ口賽の神まつり
(大わらじ･大ぞうり奉納)
1月12日（月・祝）
豊岡市日高町田ノ口

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

まいそう祭り
1月14日（水）予定
19:00〜20:00
養父市大屋町宮本
御井(みい)神社

（問）やぶ市観光案内所
TEL.079-663-1515

節分のもちつきを楽しもう
1月25日（日）9:45〜13:00
豊岡市竹野町坊岡
クリーンパーク北但
※定員30名程度

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

氷ノ山国際
スノーフェスティバル
1月頃未定
但馬ビーフ祭り
整理券配布：11:00〜
じゃんけん大会 14:00〜
養父市 氷ノ山国際スキー場
セントラルロッジ逆水

（問）氷ノ国際スキー場
TEL.079-667-7219

かまくら遊び・雪上競技体験
2月7日（土）
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かんじきハイキング
2月8日（日） ※有料
新温泉町海上地区

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

八木西宮ゑびす祭り
2月11日（水・祝）予定
養父市八鹿町八木
八木西宮ゑびす神社

（問）やぶ市観光案内所
TEL.079-663-1515

竹田城跡開山
3月1日（日）
朝来市和田山町殿 山城の郷

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003

銀谷のひな祭
3月初旬
朝来市生野町生野口銀谷地
区から生野銀山周辺

（問）生野まちづくり工房井筒屋
TEL.079-679-4448

鉢伏雪まつり
3月予定 
養父市ハチ高原
ハチ高原スキー場

（問）ハチ高原観光協会
TEL.079-667-8535

鉢伏アルペンGS大会
3月予定 8:30〜 
養父市ハチ高原
ハチ高原スキー場
※A&M（アサヒロッジ）にて
受付・ビブ配布

（問）大会事務局
養父市関宮地域局
TEL.079-667-2331

出石初午大祭
3月22日（日）9:00〜
豊岡市出石町 出石城跡周辺

（問）豊岡市商工会出石支部
TEL.0796-52-2113

かに供養
3月31日(火) 11:30〜
豊岡市城崎町湯島
城崎温泉ロープウェイ山頂

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

城崎温泉 夜桜月間
3月25日(水)〜4月24日（金）
豊岡市城崎町 城崎温泉街

（木屋町通り〜城崎温泉
ロープウェイ）

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

11月

12月

3月

Event Event CCalendaralendar

Pick Pick UUpp

2月

香美町香住区若松
香住漁港西港

香住松葉がにまつり
11月16日（日） 
9：00〜12：30

松葉がにはもちろん、香住

がになど多くの水産物が販

売される。

（問）香美町香住観光協会
TEL. 0796-36-1234

イオン和田山店 駐車場

全国ねぎサミット2025 inあさご・うまいもんフェス
11月23日（日・祝） ・24日(月・休)

「ねぎ」という食材に注目し、全国

のねぎ産地が一堂に会する。特

産品をはじめとする但馬ブランド

産品の販売飲食も行われる。

（問）朝来市農林振興課
TEL.079-672-2774

1月

朝来市和田山町枚田岡774
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●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。

　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

全但バス但馬ドーム

第27回全日本身体障害者
野球選手権大会
11月1日(土）〜2日(日)

第2回企業交流リレーマラ
ソンin神鍋高原2025
11月9日(日)

（問）株式会社但馬銀行
TEL.0794-24-2111

第37回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ交流大会

（予選ラウンド）
11月25日(火)〜27日(木)
※有料

第20回NOMOカップ
12月6日(土)〜7日(日)

（問）NOMOベースボールクラブ
TEL.0794-32-3532

第37回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ交流大会

（決勝ラウンド）
12月11日(木) 
※有料

第18回但馬ドーム杯
学童軟式野球選手権大会
12月13日(土)〜14日(日)

（問）大会事務局 山田様
TEL.090-3280-6801

YONEXソフトテニス
クリニック(予定)
〜YONEXと部活動〜
1月17日(土)〜18日(日)
※有料

YONEXソフトボール
クリニック(予定)
〜走攻守・徹底解剖〜
1月31日(土)〜2月1日(日)
※有料

第26回但馬ドーム杯シニア
野球大会
2月14日(土)〜15日(日)

第16回但馬ドームCUP
グランド・ゴルフ大会
3月14日(土) 
※有料

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

但馬文教府

令和7年度みてやま学園
「学園祭」
11月6日(木)〜 12日(水) 
各日10：00〜16：00
(初日は13:00から、最終日は
12:00まで)

第45回ふるさとの
心をうたう但馬合唱祭
11月23日(日・祝)
10：00〜15：30
場所：やぶ市民交流広場
YBホール

みてやま地域公開講座Ⅴ
11月28日(金) 
10：15〜11：45
※有料

みてやま地域公開講座Ⅵ 
12月5日(金)
10：15〜11：45　
※有料

（問）県立但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

南但馬自然学校

第2回大人の自然教室
「“つる植物”で作るリース
やかごを自然物で飾ろう」
12月6日(土)
13：00〜15：30 
※保険料100円が必要

第2回親子で自然学校
12月13日(土)〜14日(日)
※有料

第3回親子で自然学校
3月7日(土)〜8日(日)
※有料

詳細はホームページで確認を。

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間字原189）
TEL.079-676-4731

日本・モンゴル民族博物館

第95回企画展
「旧高橋村『大兵庫開拓団』」
が入植した地にくらした人
びと」
9月13日(土)〜12月9日(火)

9:30〜17:00 ※有料

館蔵品展
「馬頭琴コレクション」

12月13日(土)〜4月21日(火)  

9:30〜17:00(予定) 

※有料

2026まるごとモンゴル
ひなまつり

3月7日(土)〜8日(日)

10:00〜15:30 ※有料

（問）日本・モンゴル民族博物館

（豊岡市但東町中山711）

TEL.0796-56-1000

Spot Spot IInformationnformation

木の殿堂

第28回森と木のクラフト展
10月18日(土)〜11月30日(日)

菫 雪華 狩猟の世界
10月18日(土)〜11月30日(日)

組み木 濱田教室
経験者 11月8日(土)
初心者 11月9日(日)
13：00〜16：00
各教室 定員15名 ※有料

干支組み木教室
経験者 11月15日(土)
初心者 11月16日(日)
13：00〜16：00
各教室 定員15名 ※有料

節分組み木教室
経験者 11月29日(土)
初心者 11月30日(日)
13：00〜16：00
各教室 定員15名 ※有料

木の殿堂手作り作品展
指導員作品展
12月6日(土)〜3月29日(日)

スノーシューで歩こう
（ビギナーコース）
1月18日(日)
10:00〜13:00頃
2月1日(日)
10:00〜13:00頃

（チャレンジコース）
2月22日(日) 
10:00〜15:00頃
定員各30名 ※有料
※スノーシューの有料レンタ
ルあり

ふれあいの森倶楽部
3月7日(土) 
13：00〜16：00
定員30名 ※有料

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

コウノトリの郷公園

放鳥20周年記念 パネル展
11月1日(土)〜30日(日)

新春缶バッジ配布
1月10日(土) 
※先着200個

「世界湿地の日」 パネル展
1月24日(土）〜2月15日(日)

土曜ガイドウォーク
奇数週の土曜日
13：30〜14：30

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

豊岡市立歴史博物館

第63回企画展 開館20周年
市立歴史博物館と
但馬国分寺跡の軌跡（仮）
11月28日(金)〜4月上旬
※有料

（問）豊岡市立歴史博物館
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9：00〜17：00

（入館は30分前まで）
TEL.0796-42-6111

円山川公苑

円山川公苑スケートリンク
オープニングイベント
11月22日(土)
10：00〜18：45 ※有料

第34回円山川公苑カップ
兵庫Jr.アイスホッケー大会
12月6日(土)
※一般利用不可

クリスマスイベント
12月21日(日)
10：00〜21：00 ※有料

ナイターDay
12月21日(日)、1月17日(土）、
2月14日(土）
各日10：00〜21：00 ※有料

ウィンターアイスフェスティバル
1月18日(日)
10：00〜18：45 ※有料

稲葉 猛 Mixed media art 展 
ー滞欧1970~2020年の
造形作品を中心にー
12月13日(土)〜
1月12日(月・祝)
9：00〜17：00 ※有料

全但高等学校美術連盟展
2月6日(金)〜3月7日(土)
9：00〜17：00 

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

豊岡市立美術館

第34回出石高校卒業制作展
1月29日(木)〜2月11日(水・祝)

水彩画教室作品展
2月21日(土)〜3月8日(日)

（問）豊岡市立美術館
ー 伊藤清永記念館 ー

（豊岡市出石町内町98）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-52-5456

オータムフェア
11月2日(日)

ストラックアウトゲームと
鼻輪投げ 10：30〜

秋の味覚 五目おこわをふる
まい 13：00〜

レザークラフト体験14：00〜
※要申込・有料

ちょっと早めのクリスマス
12月7日(日) 
10：00〜、13：30〜 
各教室定員2０名
※保護者同伴

（小人にはプレゼント有）
※要申込・有料

X'masケーキ作り
12月21日(日) 
10：00〜、13：30〜
各回定員10組
※要申込・有料 

ぜんざいのふるまい
1月4日(日) 10：30〜

スキー教室
第1回1月10日(土) 
第2回1月17日(土) 
第3回1月24日(土) 
第4回1月31日(土) 
第5回2月7日(土) 
第6回2月14日(土) 
第7回2月21日(土) 
各回10:00〜 
定員20名
※要申込・有料

雪上ゲーム体験
1月18日(日)  10：00〜

雪玉トラックアウト
1月25日(日) 10：00〜 
定員30名

但馬牧場公園

牧場公園雪まつり
2月8日(日) 

雪玉ストラックアウト
ゲーム 10：00〜
定員30名 ※小学生以下

但馬ビーフの焼肉を200円
で試食 11：00〜
※先着100名

雪玉コロコロゲーム 13：00〜 
定員30名 ※小学生以下・有料

もちまき 14：00〜 

みそ仕込み体験
3月22日(日) 13：30〜 
定員10組 
※要申込・有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

兎和野高原野外教育センター

親子でミニミニ自然学校
11月8日(土)〜9日(日)
※有料

ひとあし早いクリスマス
12月6日(土)〜7日(日)
※有料

はじめてのスキー教室
1月18日(日) 
※有料

スノーシューハイキング
3月1日(日) 
※有料

スノーシューでめざせ！瀞川山
3月8日(日) 
※小学四年生以上・有料

スノーシューツアー
1月初旬〜3月初旬 
※有料

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

第21回あさご全国
こども絵画展
11月1日(土)〜11月30日(日) 
※有料 中学生以下無料

あさご芸術の森
アートマーケット
11月15日(土)
10:00〜15:00

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多 良々木739-3）
休館日：水曜 ・祝日の翌日
10：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館
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35名様

読者アンケート！
みなさまの感想をお聞かせください！

アンケートに答えてプレゼントに応募しよう！
右記のQRコードからご応募ください。

当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
※前号Vol.127の答えは「和田山駅機関庫」でした。※賞品画像はイメージです。

アンケートに回答された方の中から、抽選で35名様に下記の商品と、「但馬ファンクラブ会
員権（1年）」をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設
で割引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。
（※すでに会員の方は、下記商品のみのプレゼントとなりますのでご了承ください。）

商品詰め合わせ４点セット
【淡口醤油／万能だし醤油／醤酢／もろみみそ】 

（有限会社中野醸造／養父市）T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次
世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたよりは右記まで
どしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わせ
も、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24 -6373
FAX  : 0796 -24 -6378
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発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2025年10月15日発行 
（次回発行日：2026年2月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

＊生年月日等の情報は、プレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっております。ご了承ください。

アンケートQR

ハガキからの応募は、アンケート項目をご記入の上、左記の「T2 編集部」宛まで。
アンケート項目は右記のQRコード、または「但馬情報特急」からご確認ください。
＊回答締切は2025年12月26日（金）必着

アンケートに
答えて、

但馬の特産品
ゲット！

＊今号の『読者の広場』は誌面の都合によりお休みさせていただきます。ご了承ください。

●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

Hall Hall IInformarionnformarion
YBfabやがいアート展
11月1日(土)〜24日(月・休)

八鹿文化祭（芸能発表会）
11月1日(土)、2日(日)、9日(日) 

（問）市立やぶ市民交流広場
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0070

YBファブ映画まつり2025
11月29日(土)、30日(日)
 ※有料 

大阪桐蔭高等学校吹奏楽部
サンタコンサート2025
12月13日(土) 
①12:00〜 ②15:30〜
※有料

第18回養父市合唱祭
12月21日(日) 

（問）市立やぶ市民交流広場
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0070

ケロポンズファミリー
コンサートin YBファブ
2月11日(水・祝) 14:00〜
※有料

養父市芸術監督
青柳いづみこプレゼンツ
青柳いづみこ&西本夏生
〜めくるめくラテン系
クラシック〜
3月1日(日)  14：00〜
※有料

グンゼコレクション
養蚕浮世絵展
2月14日(土)〜 3月1日(日)

（問）養父市
まちづくり文化交流課
TEL.079-662-0071

やぶ市民交流広場（YBファブ）

ベアトリス・サノ＋エドゥア
ルド・フクシマ『Situation 
of Experimentation』
地域交流プログラム
11月中旬予定

中間アヤカ＋ルーシー・オー
トマン＋カトリン・リッベ＋
下寺孝典（TAIYA）『Echoes 
from within the Kitchen』
地域交流プログラム
12月中旬予定

森あらた『100万匹の猿』
地域交流プログラム
1月下旬予定

パスパルトゥー・デュオ＋イ
ノヤマランド『Dispatches』
地域交流プログラム
3月下旬予定

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

城崎国際アートセンター

かりゆし58
Special LIVE in 朝来
11月23日(日・祝) 開演15：30〜
場所：生野マインホール
※有料

ダ・カーポ コンサート2025 
〜未来への贈りもの〜
12月7日(日） 開演14：00〜
場所：あさご・ささゆりホール 
※有料

兵庫稲美少年少女合唱団 
in 生野
3月1日(日）
場所：生野マインホール

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-6114

朝来市文化会館

第10回バレンタイン
ピアノコンサート
2月8日(日)

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

夢ホール歌声広場
3月8日(日) 開演13：00〜
※有料

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

Quintet H 木管五重奏
コンサート
1月24日(土) 14:00〜

（問）養父市立関宮公民館
（養父市関宮637）
TEL.079-667-2331

 ノビアホール

舘野泉ピアノリサイタル
〜演奏生活65周年卒寿記
念コンサート〜
音楽と物語の世界
語り：元田牧子
11月16日(日)
※有料・未就学児入場不可

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

 ビバホール

おおやホール

第18回落語 in おおや！
全国素人名人会
11月22日(土) 
開演14:00〜
※有料

ベーゼンドルファー
演奏体験
12月5日(金)〜7日(日) 
10：00〜17：15
※有料 要予約 
　1人1枠(１時間)のみ

第18回おおやでっかい
夢の書初め会
1月10日(土) 

（問）おおやホール
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

おおやアート村 BIG LABO

公募森のいきものテン
10月19日(日) 〜5月31日(日) 
9:00〜17:00
※有料 入場は16:30まで

（問）おおやアート村
BIGLABO

（養父市大屋町加保7）
休館日：水曜日 
祝日の場合は翌日
TEL.079-669-2449

第48回ジョイントコンサート
11月2日(日) 
開演13：30〜

ピュアハートハーモニー
管弦楽団コンサート
12月13日(土) 
開演14：00〜
※有料 18歳以下無料

春一番コンサート2026
3月15日(日) 
開演13：00〜

（問）香住区中央公民館
（香美町香住区香住114-1）
TEL.0796-36-3764

香住区中央公民館

豊岡市民プラザ

市民演劇プロジェクト2025
地域と創る演劇
豊岡ここものがたり
発表公演

「但馬国ファスト風土記」
11月22日(土) 19:00〜
11月23日(日・祝) 14:00〜
※有料 高校生以下無料

ミュージック★バック2025
12月20日(土) 
18:00〜
※有料 高校生以下無料

第41回プラザ寄席ふれ愛亭
1月10日(土) 
開演13:30〜 ※有料

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000
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